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研 修 レポ ー ト

薬学生の介護老人保健施設における体験型プログラムの有用性

The　 effect　 of　experience　 program　 for　the　 pharmacy　 students　 at　a　health　 care　 facility

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 for　the　elderly

　　　 永井紀美,岸 本桂子,丸 岡弘治,福 島紀子*

Noriyoshi　 Nagai,　 Keiko　 Kishimoto,　 Hiroshi　 Maruoka,　 Noriko　 Fukushima

　 　 　 　 　 　 　 共 立 薬 科 大 学 社 会 薬 学 講 座

Department　 of　Social　Pharmacy,　 Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy

　 In　an`ultra-aged'society,　 pharmacists　 who　 understand　 elderly　 people　 are　needed　 as　members　 of

medical　 treatment　 teams.　 At　 our　 university,　 there　 is　an　 educational　 program　 with　 extracurricular

activities　 in　which　 a　pharmacy　 student　 interacts　 with　 elderly　 people　 at　a　health　 care　 facility　 for　the

elderly　 which　 is　affiliated　 with　 an　attached　 pharmacy.　 ln　this　study,　 in　order　 to　examine　 the　 effect

of　the　 pharmaceutical　 education　 provided　 by　 this　 program,　 a　questionnaire　 consisting　 of　eight

important　 issues　 and　 39　minor　 issues　 relevant　 to　elderly　 people　 was　 created,　 and　 self-evaluation　 of

the　 student　 who　 worked　 two　 or　more　 times　 in　the　 health　 care　 facility　 for　the　elderly　 in　2006　 was

perfbrmed.

　 Though　 the　 stUdents　 didn't　 felt　that　 they　 were　 sufficiently　 educated　 about　 the　 elderly　 in　their

class,　 they　 understood　 the　necessity　 of　a　pharmaceutical　 education　 related　 to　the　elderly.　 They　 also

understood　 more　 about　 the　 elderly　 through　 this　activity.　 Upper　 classmen　 had　 higher　 scores　 on　the

self-evaluations　 for　all　minor　 issues　 than　 did　lower　 classmen.　 They　 immediately　 were　 able　 to　leam

about　 certain　 issues　 by　 experiencing　 them　 at　the　 health　 care　 facility　 fbr　the　 elderly,　 and　 needed

prior　 learning　 for　 other　 points.　 Therefore,　 this　program　 needs　 to　consist　 of　short-term　 activity,

step-by-step　 and　 continuous　 activities.　 A　 big　 effect　 is　expected　 by　 relating　 studying　 at　the

university　 to　leaming　 through　 experience.　 Therefbre,　 we　 thought　 this　program　 would　 be　 effective

as　the　educational　 curriculum.

緒言

　我 が国の65歳 以上 の高齢者 人 口の割 合 は昭和45

(1970)年 に7%を 超 え(い わゆる 「高齢化社 会」)、

平成6(1994)年 には14%を 超 えた。(い わ ゆる 「高

齢社会 」)。今後、高齢 化率が さ らに進ん だ 「超 高齢

社 会」の到来 が 見込 まれ てい る。そ の 中で、高齢

*連 絡 先

　 共 立薬 科 大 学 社 会 薬 学 講座

　 105-8512東 京 都 港 区 芝公 園1-5-30

　Phone:

　Fax:

　E-mail:

者の心理や生活状況、介護の知識や技術を有する薬

剤師の活動が期待 される。また在宅におけるチーム

医療では、薬剤師は医師、看護師、訪問介護士、ケ

アマネージャーな どの他職種の役割 を理解 し連携

をはかることが重要である。そのためには、在学中

か ら実際の医療現場に行 く事により、薬剤師や他職

種の役割や高齢者に接することなどの体験学習が

重要であると考えられる。本学でも早期体験学習 と

して薬局見学、病院見学、製薬会社の見学を行い、

ポスター発表や見学報告会が行われている。そこで

は、医療現場における薬剤師の仕事を見学すること

はできるものの、患者 さんや高齢者の方々と接する

ようなことは行っていない。平成18年 度より本学
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では通常のカ リキュラム とは別に、どの学年の学生

でも参加することができる高齢者 に関連する体験

型プログラムが用意された。本学附属薬局と連携 し

ている介護老人保健施設(老 健)に おいて、ボラン

ティアの学生が高齢者に接することができる継続

的な活動を行っている。本 レポー トでは短時間の施

設見学 と異な り、複数回にわたり高齢者 と接する活

動による薬学的学習成果について、初年度の活動経

験者を対象に調査を行い、新たな学習方法の可能性

について報告する。

方法

　 平成18年6月 か ら平成19年3月 まで、自由参加

形式 で複数 回活動 した学生18名 を対象 に、平成19

年4、5月 に薬学的学習成果 に関す る評価 について

無記名 式でア ンケー ト調査 を実施 した。調査 用紙 を

在 学生 にっいては手渡 しで、卒業生 につ いては郵送

し、後 日回収 を行 った。

　調査 内容 は、1.大 学 で受 けた教 育(教 育)、2.

老健 での活 動 による成果(活 動成 果)、3.薬 学教育

へ の必 要性(必 要性)に つい ての3つ の視 点か ら、

看護学 のテキス ト1)、厚生労働省通知 の高齢者介護

で医行為 にあた らない ものな どを参考 に して2)、老

健 にて 日常的 に見 られ学 び取 る こ とがで きる項 目

を用意 した。評 価項 目は8個 の大項 目と39個 の小

項 目を設置 した。大項 目として高齢者 との コ ミュニ

ケー シ ョン 「コ ミュ」、高齢者 の心理 「心理」、介護

技術 「技術」、高齢 者 に関連す るこ と 「高齢」、老健

で働 く専 門職種 「職種 」、医療 に関連す る行為 「医

療」、介護 ・福祉 「福祉 」、高齢者 に多 く見 られ る疾

患 「疾患」 の8項 目で、その下に39個 の小項 目を

設 けた(表1)。

　 大学で講義 を受 けたか とい う設 問について は(5.

十分受 けた 、4.少 しあった、3.ど ち らともいえな

い、2.あ ま りなかった、1.ほ とん どなか った)の

5段 階で、老健 での活動 を通 して、身 につい た り理

解 が深 まったか とい う設 問については大項 目、小項

目の両方 につい て、(5.と て も思 う、4.や や思 う、

3.ど ち らともい えない、2.あ ま り思わ ない、1.

ほ とん ど思 わない)の5段 階 とした。また薬学部 の

カ リキュラムに必要 です かの設 問 について は、(5.

とて も思 う、4.や や思 う、3.ど ち らともい えない、

2.あ ま り思わ ない 、1.必 要 と思 わない)の5段 階

の 自己評価 をそれ ぞれ行 った。

　 コ ミュニ ケーシ ョンにつ いて岸本 らの研 究で報

告3)さ れてい るため、複数 の小項 目を設置 しなかっ

た。また高齢者 に多 く見 られ る疾 患 について は小項

目を設置せず、自由記述形式で調査 を行 った。高学

年 と 低 学 年 の 小 項 目の 自 己 評 価 に つ い て は

Mann-Whitney検 定 を用い、有意 水準はp<0.05を 採

用 した。

表1.大 項 目と小項 目の一覧表

大　項　目 小　　項　　目

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

高齢者の心理 うつ状態、せん妄、幻覚妄想、心気状態

介護技術 食事介助、排泄、衣類、口腔ケア、服薬介助、歩行介助、車椅子介助、褥瘡

高齢者に関連すること 食事、身体能力、嚥下障害、難聴、内服薬

関連職種
介護福祉士、訪問介護士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、栄養士、

看護師、医師、薬剤師

医療に関連する行為 湿 布 、 点 眼 、 軟 膏 、座 薬 、 涜 腸 、 検 温 、 血 圧

介護 ・福祉 レク リエ ー シ ョ ン、 リハ ビ リ、 栄 養 、 制 度 、施 設 、用 具

高齢者に多く見られる疾患
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結果

(1)対 象 と活 動 内容 につ いて

　複数 回参加 の学生18名 の うち14名 か ら回答が得

られ 、調 査票の回収率 は78%で あった。4年 生4

名 、大 学院1年 生1名 と聴講生1名 の6名(以 下、

高学年)、3年 生2名 、2年 生3名 、1年 生3名 の8

名(以 下、低学年)の 計14名 を対象 とし分析 を行 っ

た。3年 生以下は薬学の講義 が終 了 してお らず、4

年 生以上 とは薬 学的 な知識 が大 き く異 な るので2

つのグル ープ に分 けて検討 を行 った。今 回の活 動の

平均参加 回数(平 均 値±SD)は それ ぞれ 、全学 年

(10.1±6.0回)、高学年(16.5土6.5回)、 低学年(5.4±3.1

回)で あった。

　 老健 にお ける活動 は朝食時 または夕食 時の2時

間 とし、最初 は食事 の配 膳、話 しやす い入所者 との

会話 か ら行 った。活動 回数 が増 えるに従い 、様 々な

タイプの入 所者 との コ ミュニ ケー シ ョン、歩行 ・車

椅子介助等 を行 った。また施設 の職員 の指 導の下に、

特 に参加 回数 の多い学生数名 は服薬介助 、食 事介 助

を行 った。

(2)大 項 目につ いて

　 3っ の大項 目の 自己評価 の結 果(平 均値 ±SD)

を表2に 示す。全体 につ いてみる と、(教 育)は す

べての大項 目の評価 はすべ て3よ り低 く、学生 は高

齢者 に関連す る十分 な教育 を受 けてい る とは感 じ

ていない結果 が得 られ た。(活 動 成果)に お いては

8項 目中 「コミュ」 「心理」 「高齢」 「職種」 「福祉 」

「疾患」の6項 目が3以 上 を示 し評価が高 くなった。

(必要性)に つ いては、 「コミュ」 「心理」 「高齢」

「医療」「福祉 」「疾患」の6項 目が4以 上 と全体的

に高い結果 が得 られ 、高齢者 に関連す る教育 の必要

性 を感 じて いる結果 であった。

　 また、それぞれの評価 を高学年 、低学年で比較す

ると、(教 育)で は、 「疾 患」についてのみ高学年 が

高 くな り有意差 がみ られ た(p-0.043)。(活 動成果)

で は、高学年 では 「コミュ」「心理」「高齢」「福祉」

4つ の項 目が4以 上の高い評価 が得 られ、 「医療」

を除いて低学年 よ りも活動成果 が高かった。「技術」

「高齢」「福祉 」の3つ の大項 目で有意差(p<0.05)

がみ られた。(必 要性)に ついては高学年 と低学年

の差はみ られ なかった。

(3)小項 目について

　高学年 と低学年における小項 目の(活 動成果)の

自己評価の関係を図1に 示す。小項 目を設置 しな

かった 「コミュ」 「疾患」については、大項 目の自

己評価の結果を代用 した。高学年が低学年よりもす

べての小項 目において高い自己評価 を示 した。高学

表2.学 生の大項 目に対する自己評価

大項 目 教　　育 活動成果 必要性

全体 高学年　　 低学年 P値 全体 高学年　　 低学年 P値 全体

コミュ

心理

技術

高齢

職種

医療

福祉

疾患

1.2±0.4　 　　　LO±0.O　 　　　L4±0.5

1.4±0.7　 　　　1.2±0.4　 　　　15±0.8

0.284

0.622

1.9±L3　 　　　15±1.2　 　　2.1±1.4　 　　　　0.414

2.6±1.2　 　　2.7±1.2　 　　2.6±1.3　 　　　　0.950

1.4±0.9　 　　　1.0±0.O　 　　　L6±1.1　 　　　 0.368

1.6±0。9　 　　　1。8±13　 　　　1.4±0.5　 　　　 0.852

2.4+1.3　 　　 2.5+1.4　 　　2,4+1.4　 　　　0.950

2.4±15　 　　　35±1.4　 　　　1.6±1.1　 　　　 0.043*

3.7±1.0　 　　4.3±0.8　 　　3.3±0.9

3.4±1.1　 　　 4.0±1.3　 　　3.0±0.8

0.059

0.142

2.4±1.2　 　　3.2±1.2　 　　　L9±0.8　 　　　 0.043*

3.9±0.8　 　　4.6±0.5　 　　3.4±0.5　 　　　0.Ol8*

3.4±1.1　 　　 3.8±1.1　 　　 3.1±1.1　 　　　 0.343

1.4±0。7　 　　　1.4±05　 　　　1。4±0.8　 　　　 0。876

3.6+0.8　 　　4.2+0.4　 　　3.1+0.7　 　　　0.022*

3.0±L3　 　　3.8±1」 　　　　2.3±1.2　 　　　0.082

4.4±1.1

4.7±O.5

3.9±0.8

45±0.7

3.8±1.2

4.4±0.6

4,2+0.8

45±0.5

(注1.コ ミュ ・コ ミュニケ ー シ ョン、心 理:高 齢 者 の心理 、技 術:介 護 技術 、高 齢 ・高齢 者 に関連 す る こ と、職 種 ・老健 で働 く専 門職種 、 医療:医 療 に 関連す

る行 為、福 祉:介 護 ・福祉 、 疾患:高 齢者 に 多 く見 られ る疾患 　注2.全 体:n-14、 高 学年:n-6、 低 学年:n-8、*:p<005)
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図1.高 学年と低学年の小項目の自己評価
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年 と低 学年 のそれ ぞれ の活 動成果 の高低 に よ り

小項 目はA～Cの3つ の群 に分類 した。また7個

の小項 目で は高学年 と低学 年 の 自己評価 の問に

有 意差(p<0.05)を 示 した。 これ に よ り群 内の

小項 目を さらに有意差の有無 で2つ に分類 し、最

終的に5つ に分類 した(表3)。 高学年 と低 学年

ともに活動成果 の 自己評価が高い群 をAと し、

学年 間 に有 意差 があ る群 をA1と し、無い群 を

A2と した。　Alに は、「高齢」の中の 『食事』、「福

祉 」の 中の 『施設』が あ り、A2に は 「コミュ」

や 「高齢 」に含 まれ る 『身体能力』『嚥下障害』『難

聴』であった。高学年 に 自己評価 が高 く、低学年

に低 い群 をBと したが、 この場合 も有 意差があ

る群 をB1、 無い群 をB2と した。　Blに は、「技術」

の 中の 『服薬介助』『車椅 子介助』、 「高齢 」の 中

の 『内服薬 』な どが含 まれ る。B2に は、 「心理」

の 『うっ ・せん妄 ・幻覚 ・心気 』、「技術」の 『食 事

介助 』な どが含 まれ てい る。C群 は高学年 と低 学
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表3.小 項目の自己評価による分類

分類 自己評価 P値 小 　項　 目

Al

高学年 、低学年 ともに評価 が高い
p<0.05 食事(高 齢)、 施 設(福 祉)

A2 p>0.05 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン(コ ミ ュ)、 身 体 能 力 ・嚥 下 障 害 ・難 聴(高 齢)

Bl

高学年 は評価 が高 く、低 学年 では

評価 が低 い

p<0.05
服薬 介助 ・車椅子介 助(技 術)、 内服薬(高 齢)、 作業療法士 ・医師

(職種)

B2 p>0.05

うつ状 態 ・せ ん妄 ・幻 覚 妄 想 ・心気 状 態(心 理)、 食 事 介 助 ・歩 行介

助(技 術)、 介 護 福 祉 士 ・理 学療 法 士 ・栄養 士 ・看 護 師 ・薬 剤 師(職

種)、 レ ク リ レー シ ョ ン ・リハ ビ リ ・栄 養 ・制 度 ・用 具(福 祉)・ 疾

患(疾 患)

C 高学年 、低学年 ともに評価 が低 い p>0.05
排 泄 ・衣 類 ・口腔 ケ ア ・褥 瘡(技 術)、 訪 問介 護 士 ・言 語 聴 覚 士(職

種)、 湿 布 ・点 眼 ・軟 膏 ・座 薬 ・洗 腸 ・検 温 ・血 圧(医 療)

年 ともに評価 が低い群で あるが、「技術 」の 『排泄 ・

衣類 ・口腔 ケア』な ど、「医療」の 『湿布 ・点眼 ・軟膏 ・

検 温 ・血圧 』な どで あ り、全 ての項 目で高 ・低学年

間の有意差 が無か った。

(4)高 齢者 に多 く見 られ る疾 患 につ いて

　全体 では(教 育)に よ り理解 が深 まった高齢者 に

多 く見 られ る疾患名 は、アル ツハイマー病(5)、 パー

キン ソン症候群(2)、 うつ病 ・高」血圧 ・動脈硬化 ・

心疾患 ・腎障害 ・慢性 腎炎 ・骨粗霧症 ・COPD(各

1)の 記述 が見 られた。高学年 、低学年 におけ る理

解 できた平均疾患数 はそれぞれ1.6±1.8、0.3±0.8例

とな った。 同様 に、老健 で の活 動 によ り理解 が深

まった疾 患名 は、認知症(5)、 老人性 うつ病(3)、

パ ーキ ンソン症候群(2)、 嚥下 障害 ・頻尿 ・高」血圧 ・

睡眠障害 ・不安症 ・高脂血症 ・脳血管 障害 ・狭 心症 ・

アル ツハ イマー病 ・COPD(各1)の 記述 が見 られ

た。高学年 、低学年で の記述 した平均疾 患数 はそれ

ぞれ3.0土2.7、0.3土0.5例 とな り高学年 の方が多かっ

た。また低学年で は教育 によ り理解 が深 まった項 目

として、アルツハイマー病、パー キン ソン症候群(各

1)、 活 動に よ り深 まった項 目として、認知症(2)

と精神疾 患だ けなの に対 して 、高学年 では様 々な疾

患例 の記述 が見 られた。

考察

　今回の結果は、評価対象人数が少ないことと、こ

のプログラムに参加 した学生がもともと積極性の

ある集団であるため、本学の学生全体の考え方を示

すものでは無いことを考慮す る必要がある。しかし、

このような継続的なボランティア活動の中で得 ら

れる結果について考察す ることは、新たな学習方法

の可能性を考える うえで参考になるものと考える。

　 (教育)の 自己評価は全体的に低 く、高齢者に関

する教育は充分ではないことが示唆された。しかし、

「疾患」についての自己評価は低いものの高学年で

低学年に比べ有意に高くな り教育を受けているこ

とが示されている。

　 (活動成果)の 大項目については 「医療」を除いて

評価が高くなった。小項 目については、A群 について

みると高 ・低学年間で有意差のみられた項 目は『食事』

と 『施設』である。高学年が低学年に比べて活動の参

加回数が多く、高齢者 と接する時間が長くなったため

と考えられる。一方で 「コミュ」『身体能力』『嚥下障

害』『難聴』については、高学年、低学年 ともに自己

評価が高く有意差も無かった。このことは、これらの

内容については、あまり長い時間をかけなくても体験

し気付くことができることを示 している。「コミュ」

については初回から利用者 さん との会話を行えたこ

と。運動能力の低下や車椅子の利用者が多い事などを

見ることができたことで、高齢者の身体能力の低下を

感 じることができた。この取組の活動時間が食事時間

に重なるために、とろみをつけた飲み物などの食事を

見る機会が多く、嚥下困難の人への対処法について学

年を問わず体験できたこと。また、実際にコミュニ

ケーションを取る事により自分の言葉が相手にうま

く伝わっていないことを体験することができ、難聴の

人に対する配慮が出来るようになったためと考えら
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れる。つま り、これ らは参加回数や薬学的知識が少な

くても、気付きやすい項目と考えられる。B群 につい

てみると、Blにあるように高学年では評価が高く低学

年では評価が低かった項 目で有意差のみ られたもの

には 『服薬介助』『車椅子介助』などがあった。『服薬

介助』は一部の高学年が体験できたことにより高学年

の問でお互いに認識が出来たこと。『車椅子介助』は

参加回数の少ない低学年では、実際に介助する機会が

少なかったこと。『作業療法士』『医師』は高学年では

事前に施設に関わる多職種の人達と連携を取ってい

たため、職員との話 し合 う機会があり他職種について

理解が深まったものと思われる。また、低学年では参

加回数が少ないため職員と話す機会も少ないため有

意な差がでたと考えられる。他職種について理解を深

めるためには、実際の活動を見ることだけでなく継続

的な活動が必要であり、さらに事前に話し合って相手

を理解することも重要である。また、B2に あるように

高 ・低学年の問で有意差の見られなかった項 目には

『食事介助』『リハビリ』などがある。『食事介助』に

ついては一部の高学年は実際に行ったが、低学年もパ

ンやジャムの袋の開封、パックの飲み物にス トローを

刺すなど手伝える体験が出来たことにより活動成果

をえられたため、差がでなかったと考えられる。高齢

者の心理状態については日内変動があり、同じ時間帯

での短時間での活動では変化を理解 しづらいこと。

『レクリレーション』や 『リハビリ』は日中に行われ

るため全学年を通 して高学年も低学年も見る機会が

なかったこと。『疾患』については、表2か ら高学年

は低学年に比べて(教 育)の 自己評価が高く有意差が

みられ、また活動前後での疾患数の記述が多かったこ

とから低学年 より疾患に対する知識が高いことがい

える。しかし、低学年が実際に高齢者を見ることによ

り学べた点も多いため、学年間に有意差がみられな

かったと考えられる。このことは、低学年から継続的

に高齢者 と接することで体験から学んだ疾患の様子

が、大学教育の中で知識 と結びつく事で更に大きな教

育効果が期待 されると考えられる。C群 は高学年と低

学年の両者において活動成果が低かったものになる

が、今回の活動では医療行為や高度な技術を要する介

護などを見たりする機会がなく、また実際の行為は職
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員でないと行えないため、体験 していないことが自己

評価を低くしている要因と考えられる。特に、『排泄』

『褥瘡』などは利用者のプライバシーにも関わり、実

際に処置を行っている場面を見ることは難 しい状況

がある。しかし、これ らの治療や予防に使用する薬剤

や医療機器などは薬局が扱 うものであり、今後このよ

うな体験をどのように行 うかが課題である。

結論

　今回参加 した学生は高齢者に関す る十分な教育

を受けているとは感 じておらず、また大学教育での

必要性を感 じていた。老健での活動では多 くの項 目

において学習効果が得 られたことから、老健での薬

学生の活動は多岐にわた り有用である。薬学的知識

や参加回数により学習成果に違いがあ り、短期間の

活動だけでなく継続的な活動が必要である。

　大学教育に欠 けている部分でも体験型プログラ

ムを通 した活動成果は高く、通常のカ リキュラムだ

けでなく自由参加の体験型プログラムの有用性が

示された と考えられる。今回の取 り組みは大学での

教育を補完するものであると思われるため、医療人

としての薬学教育のためにより良いカ リキュラム

につながることが期待 される。
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